
老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
10日㈫・16日㈪・23日㈪・30日㈪・２月６日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６
10日㈫・16日㈪・23日㈪・30日㈪・２月６日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
３日㈫〜９日㈷・25日㈬〜30日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：１月31日㈫］
・市県民税　　４期　・国民健康保険税　　　　７期
・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　１月５日㈭・２月６日㈪　午後５時15分～７時
場所   ・市役所１階　　収納課☎�１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　 ☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
１
月
17
日
㈫　
午
前
９
時

　
45
分
～
11
時
30
分
、
午
後
０
時

　
30
分
～
４
時

会
場　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

　
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

　
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

　
で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

　
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
ml
・
２
０

　

０
ml
）

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
２

　

０
０
３

「
平
成　
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
す
べ
て
の
事
業

所
が
対
象
と
な
る
「
平
成
24
年
経

済
セ
ン
サ
ス
︱
活
動
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
埼
玉

県
知
事
が
発
行
し
た
写
真
付
身
分

証
（
調
査
員
証
）
を
持
参
す
る
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
基
準
日　
２
月
１
日
㈬

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

「
平
成　
年
度
児
玉
郡
市
手
話

通
訳
者
認
定
試
験
」
を
実
施

日
時　
２
月
25
日
㈯　
午
前
９
時
～

内
容　
筆
記
・
実
技
試
験
、
面
接

　
（
埼
玉
県
登
録
手
話
通
訳
者
と

　
手
話
通
訳
士
資
格
を
有
す
る
人

　
は
筆
記
・
実
技
試
験
免
除
）

受
験
資
格　
65
歳
以
下
の
人
（
平 

　
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

　
本
庄
市
・
児
玉
郡
の
手
話
通
訳

　
者
養
成
講
習
会
修
了
者
又
は
同

　
程
度
以
上
の
技
術
保
持
を
推
定

　
さ
れ
る
人

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
を
本

　
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出

※
申
請
書
は
１
月
５
日
㈭
か
ら
本

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布
。

申
込
期
間　
１
月
10
日
㈫
～
20
日

　
㈮　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　
時　
（
土
・
日
を
除
く
）

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�

　
７
２
７
５
・
蕭
�
７
３
１
９
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24　　 お
知
ら
せ

「人権施策の抜本的な見直しに着手」

　人権の世紀と呼ばれる21世紀、世界では今なお様々な
人権問題があります。我が国では、固有の人権問題である

「同和問題」の解消への取り組みが長く続けられてきました。
　昭和44年、国は同和対策事業特別措置法を制定し、平
成14年３月31日に法が失効するまでの33年間にわたって
様々な同和対策事業が推進されました。その結果、生活環
境の改善や職業の安定、同和教育の推進などが図られ、心
理的差別意識の解消にも一定の役割を果たしたところです。
　この特別措置法が失効したのちは、それまで実施してき
た同和対策事業は、各市町村独自の判断によるところとな
り、本庄市では、この10年間、同和問題に関する運動団
体への補助金交付や集会所事業、人権保育事業などの諸事
業を独自に実施してまいりました。
　しかし、私は、これらの諸事業がさらなる心理的差別の
解消には、必ずしも繋

つな
がっていかないのではないかと感じ

ていました。こうしたこともあり、市では市税の減免措置

の廃止や運動団体への補助金の減額など、様々な見直し
を行ってまいりました。今後は、人権教育や人権啓発を
中心に据える必要があると考え、抜本的な見直しに着手
しました。
　昨年３月には、運動団体への補助金をさらに見直すた
め、同和対策審議会の意見を伺った後に要綱を策定し、
平成24年度末で補助金を全廃することを決定しました。
　昨年11月29日には、長年続けてきた運動団体との関
係を終了し、同時に同和対策として始められた集会所事
業などの様々な事業を今年度で廃止することを発表しま
した。この発表は、本庄市行政における同和対策事業の
継続事業の終了を意味するものであります。
　人権問題は、現代社会において複雑多岐にわたり存在
しております。今後将来に向けて、広く全市民を対象と
した人権教育、人権啓発を推進し、市民の皆様と共に明
るい人権尊重の社会をつくるために努力してまいりたい
というのが、新しい時代を迎えての私の抱負であります。

　　　　　　　　　　　   　本庄市長



※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５
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「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

対
象

　
次
の
①
～
④
す
べ
て
に
該
当
す

る
事
業
者

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

　
む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

　
業
は
５
人
）
以
下
の
事
業
者

②
中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
又

　
は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を
し

　
て
い
る
事
業
者

③
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

　
以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

　
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

　
し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　

　
加
入
従
業
員
１
人
に
つ
き
１
年

　
間
当
た
り
２
、
４
０
０
円
（
上

　
限
）

※
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
商

工
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込　
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
を

開
催

　
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
公
務
員
を
目
指
し
て
い

る
人
、
市
町
村
職
員
に
関
心
の
あ

る
人
な
ど
多
く
の
人
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
６
日
㈪　
午
後
１
時
～

　
３
時
40
分
（
開
場　

午
後
０
時

　
30
分
）

会
場　
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ

　

Ｒ
浦
和
駅
下
車　
徒
歩
７
分
）

内
容　
講
演
、
市
町
村
職
員
（
事

　
務
系
）
に
よ
る
経
験
談
、
メ
ッ

　
セ
ー
ジ
な
ど

定
員　
１
、 

０
０
０
人（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
10
日
㈫
か
ら
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.hito

　

zukuri.or.jp/navi/event/

　

s-forum
.php

）
へ

★
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

　
域
連
合
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
８
―
６
６
４
―
６
６
８

　
１
・
蕭
０
４
８
―
６
６
４
―
６

　

６
６
７

「
販
売
促
進
研
修
」
～
失
敗
事

例
か
ら
学
ぶ
、
新
規
販
路
開

拓
・
セ
ー
ル
ス
力
向
上
～
を

開
催

　
地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

企
業
の
次
世
代
に
資
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
営
業
販
売
担
当

者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
新
規
販
路
開
拓
に
必
要
な
営
業

ス
キ
ル
の
向
上
や
能
力
・
資
質
に

更
な
る
磨
き
を
か
け
る
た
め
に
も
、

研
修
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
21
日
㈫　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
４
時
45
分

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　
自
己
の
営
業
ス
タ
イ
ル
の

　
問
題
発
掘
と
能
力
ア
ッ
プ
、
新

　

規
販
路
開
拓
の
狙
い
と
そ
の
シ
ー

　
ン
別
で
の
進
め
方
な
ど
、
演
習

　
を
交
え
て
習
得

定
員　
50
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　
５
、
０
０
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
を
含
む
）

申
込　

２
月
14
日
㈫
ま
で
に
住
所・

　
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電
話

　

番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　

研
究
推
進
機
構
☎
�
７
４
５
５・

　
蕭
�
７
４
６
５

「
は
に
ぽ
ん
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
の

売
上
の
一
部
を
寄
附
し
ま
し

た
　
平
成
23
年
夏
に
販
売
し
た
「
は

に
ぽ
ん
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
の
販
売
着

数
は
、
２
、
２
６
５
着
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
人
に
ご
購
入
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
売
上
金
よ
り
２
２
６
、
５
０
０

円
を
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し

て
寄
附
し
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
１
８

本
庄
名
物『
つ
み
っ
こ
』
教
室

を
開
催

　
昨
年
の『
新
春
本
庄
名
物
つ
み
っ

こ
合
戦
』
で
３
位
を
獲
得
し
た
、

お
い
し
い
「
つ
み
っ
こ
」
を
作
っ

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
25
日
㈬　
午
後
２
時
～

　

３
時

会
場　
つ
き
み
荘

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
エ
プ
ロ
ン

申
込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
22
日
㈰

　
ま
で
（
16
日
㈪
を
除
く
、
午
前

　

10
時
～
午
後
４
時
ま
で
受
付
）

　
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
つ
き
み
荘
☎
�
３
６
９
６

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉


